
　

か
つ
て
の
「
有
名
大
学
に
入
学
し

て
大
企
業
に
就
職
、
将
来
は
安
泰
」

と
い
う
構
図
は
崩
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
志
望
校
選
び
で
最
も
大
切

な
の
は
、
将
来
や
就
き
た
い
職
業
に

つ
な
が
る
学
問
が
学
べ
る
大
学
を
選

ぶ
こ
と
で
す
。　

　

１
０
０
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
大

不
況
で
、
大
学
新
卒
者
の
就
職
は
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
せ
っ

か
く
就
職
し
て
も
、
入
社
後
に
ギ
ャ

ッ
プ
を
感
じ
て
数
年
で
退
職
し
て
し

ま
う
と
い
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況

を
受
け
、
大
学
で
は
１
年
次
か
ら
就

職
を
意
識
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入

す
る
な
ど
、
キ
ャ
リ
ア
・
就
職
支
援

の
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

志
望
校
選
び
の
際
は
、
お
子
さ
ん

と
大
学
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
も

話
し
合
い
、
大
学
で
の
支
援
内
容
を

比
較
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

大学卒業後の
進路を　える

Step2

考

時代は再び“就職氷河期”へ
2009年3月の大学新卒者の就職率は、
前年に比べ1.6ポイントダウン、就職者数
は6000人近く減少しています。2010
年3月卒業予定者の就職内定率も80.0
％で（2010年2月1日現在）、前年の同
時期より6.3ポイントもダウン。依然として
厳しい状況が続いています。

子
ど
も
の
将
来
、就
き
た
い
職
業
に

つ
な
が
る
大
学
選
び
が
大
切
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■ 大学新卒者の進路状況（就職者・進学者）
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文部科学省「平成21年度 学校基本調査」を基に作成
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成功する志望校選び３ステップで子どもをサポート

ま
す
ま
す
厳
し
い

就
職
活
動

　

２
０
０
９
年
３
月
の
大
学
新
卒
者

は
、
就
職
者
数
が
38
万
２
４
３
４
人

と
前
年
よ
り
６
千
人
近
く
減
少
し
、

就
職
率
は
前
年
と
比
べ
１
・
６
ポ
イ

ン
ト
低
下
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
８

年
秋
の
世
界
的
な
金
融
破
た
ん
を
機

に
、「
内
定
取
り
消
し
」
な
ど
が
相

次
い
だ
こ
と
が
原
因
と
し
て
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

２
０
１
０
年
３
月
卒
業
予
定
者
の

就
職
内
定
率
に
つ
い
て
も
、
２
月
１

日
時
点
で
80
・
０
％
と
前
年
同
時
期

よ
り
６
・
３
ポ
イ
ン
ト
も
低
下
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
新
卒
採
用
を
見

送
る
企
業
や
採
用
人
数
を
減
ら
す
企

業
が
急
増
し
た
た
め
で
す
。

　

景
気
回
復
の
兆
し
が
見
え
な
い
状

況
や
就
職
市
場
の
変
化
か
ら
、
厳
選

し
た
人
材
を
採
用
す
る
企
業
が
増
え

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
セ

ミ
ナ
ー
や
複
数
回
の
面
接
、
交
流
会

な
ど
を
増
や
し
て
、
内
定
を
出
す
ま

で
に
時
間
を
か
け
て
学
生
と
触
れ
合

い
、
少
人
数
を
採
用
す
る
方
法
で
す
。

こ
う
し
た
採
用
方
法
は
、
学
生
と
企

業
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
軽
減
す
る
効
果

が
あ
り
ま
す
が
、
就
職
活
動
の
早
期

化
を
招
い
て
い
る
と
い
う
指
摘
も
あ

り
ま
す
。

学
科
系
統
で

差
が
あ
る
就
職
率

　

学
科
系
統
で
多
少
の
差
は
あ
る
も

の
の
、
不
況
下
で
就
職
率
は
学
科
系

統
を
問
わ
ず
厳
し
い
の
が
現
状
で
す
。

　

と
は
い
え
、
就
職
率
は
学
部
・
学

科
系
統
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
。

人
文
科
学
系
や
社
会
科
学
系
で
は
70

％
以
上
が
就
職
し
、
中
で
も
家
政
学

系
統
の
就
職
率
は
、
他
の
文
系
学
部

に
比
べ
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
理
学
系
や
工
学
系
は
、
大

学
院
進
学
者
の
比
率
が
高
く
、
30
〜

40
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

理
系
学
部
を
卒
業
し
て
研
究
職
に
就

く
場
合
、
大
学
院
修
了
を
評
価
す
る

企
業
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が

理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
近
年
で
は
、
文
系
学

部
で
も
就
職
の
時
期
を
先
延
ば
し
に

す
る
た
め
に
、
大
学
院
な
ど
へ
進
学

す
る
学
生
も
増
え
て
い
ま
す
。

就
職
市
場
で
進
む

学
生
の
二
極
化

　

就
職
の
門
戸
が
狭
く
な
る
と
、
内

定
を
獲
得
で
き
る
学
生
と
そ
う
で
な

い
学
生
の
差
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

開
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

学
生
時
代
に
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る

知
識
、
能
力
開
発
や
ス
キ
ル
の
習
得

に
取
り
組
み
、
意
欲
的
に
就
職
活
動

を
す
る
学
生
と
、
そ
う
で
な
い
学
生

と
の
差
は
、
内
定
獲
得
率
と
い
っ
た

形
で
明
確
に
表
れ
ま
す
。
ま
た
、
学

生
の
う
ち
か
ら
就
業
意
識
を
高
め
、

働
く
意
欲
を
持
っ
た
学
生
と
、
そ
う

で
な
い
学
生
と
で
は
、
入
社
後
に
差

が
出
る
と
い
う
現
実
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
就
職
状
況
を

克
服
す
る
た
め
に
は
、
自
ら
の
能
力

を
高
め
る
努
力
を
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
ス
キ
ル
や
能
力
開
発
を
支
援

す
る
環
境
が
整
っ
た
大
学
を
選
ぶ
と

い
う
視
点
が
不
可
欠
で
す
。
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■ 大学新卒者の学科系統別進路
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文部科学省「平成21年度 学校基本調査」を基に作成

就職市場
の現状

先
行
き
が
見
え
な
い
経
済
情
勢

大
学
新
卒
者
の
就
職
率
は
悪
化
の
一
途
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6.0

3.6
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2.6

9.1

求
め
ら
れ
て
い
る
の
は

実
行
力
と
主
体
性

　

経
済
産
業
省
は
、
職
場
や
地
域
社

会
で
仕
事
を
す
る
た
め
の
基
礎
的
な

能
力
を
「
社
会
人
基
礎
力
」
と
定
義
。

こ
れ
を
基
に
、
企
業
の
人
事
担
当
者

を
対
象
に
「
最
も
重
要
だ
と
考
え
ら

れ
る
能
力
」
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
９
年
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
、
特
に
多
か
っ
た
の
は

「
実
行
力
」
と
「
主
体
性
」
で
、
多

く
の
企
業
の
人
事
担
当
者
が
重
要
な

能
力
と
し
て
挙
げ
て
い
ま
す
。
実
行

力
と
は
目
的
を
定
め
て
行
動
す
る
力

の
こ
と
、
主
体
性
と
は
物
事
に
進
ん

で
取
り
組
む
力
の
こ
と
で
す
。
企
業

は
指
示
待
ち
型
で
は
な
く
、
自
ら
積

極
的
に
取
り
組
む
人
材
を
求
め
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

続
い
て
「
課
題
発
見
力
」「
柔
軟

性
」
な
ど
が
挙
が
り
ま
し
た
。
中
で

も
注
目
し
た
い
の
は
、「
ス
ト
レ
ス

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力
」
で
す
。
回
答
者

全
体
の
10
％
近
く
が
「
最
も
重
要
だ

と
考
え
ら
れ
る
能
力
」
と
し
て
い
ま

す
。
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力
の

不
足
は
、
現
代
人
の
特
徴
と
も
い
え
、

う
つ
病
に
か
か
る
若
者
の
増
加
な
ど
、

早
期
離
職
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
今
の
企
業

が
求
め
る
人
材
像
を
ま
と
め
る
と
、

「
自
分
で
考
え
て
動
け
る
人
」「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
あ
る
人
」

「
問
題
を
発
見
し
、
解
決
で
き
る
人
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
有
名
大
学
↓
有
名
企
業
」

と
い
う
構
図
の
崩
壊

　

近
年
、
大
学
名
で
合
否
を
決
め
る

画
一
的
な
採
用
を
行
う
企
業
は
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。「
有
名
大
学
＝
就

職
に
有
利
」
と
思
っ
て
い
る
保
護
者

は
、
意
識
改
革
が
必
要
で
す
。

分類 能力要素 その能力が最も重要だと答えた人事担当者の割合（%）

前に踏み出す力
（アクション）

主体性
物事に進んで取り組む力

働きかけ力
他人に働きかけ巻き込む力

実行力
目的を設定し確実に行動する力

考え抜く力
（シンキング）

課題発見力
現状を分析し目的や課題を明らかにする力

計画力
課題の解決に向けたプロセスを明らかにし準備する力

創造力
新しい価値を生み出す力

チームで働く力
（チームワーク）

発信力
自分の意見をわかりやすく伝える力

傾聴力
相手の意見を丁寧に聴く力

柔軟性
意見の違いや立場の違いを理解する力

情況把握力
自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力

規律性
社会のルールや人との約束を守る力

ストレスコントロール力
ストレスの発生源に対応する力

■ 社会人基礎力の12の能力要素と「最も重要だと考えられる能力」

経済産業省「社会人基礎力」の定義・「社会人基礎力入門書」を基に作成

　

セ
ミ
ナ
ー
や
交
流
会
な
ど
で
学
生

と
触
れ
合
う
機
会
を
設
け
、
定
期
的

に
接
触
し
な
が
ら
自
社
の
魅
力
を
伝

え
、
社
風
に
合
っ
た
人
材
を
見
極
め

て
い
く
と
い
っ
た
厳
選
採
用
を
す
る

企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。
中
に
は
、

出
身
大
学
名
を
伏
せ
て
面
接
を
行
う

企
業
も
あ
り
ま
す
。

　

出
身
大
学
名
が
採
用
に
ま
っ
た
く

影
響
し
な
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、

今
後
、
こ
の
よ
う
な
採
用
活
動
が
主

流
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

た
と
え
、
大
手
企
業
に
入
社
し
た
と

し
て
も
、
企
業
の
統
合
や
買
収
、
民

事
再
生
な
ど
が
毎
日
の
ニ
ュ
ー
ス
に

な
る
時
代
に
、
何
を
基
準
に
安
泰
と

い
え
る
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

大
切
な
の
は
、
大
学
名
や
企
業
名

で
は
な
く
、
子
ど
も
が
納
得
し
て
学

べ
る
大
学
で
あ
り
、
子
ど
も
が
自
己

実
現
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
就
職
先

な
の
で
す
。

採用の実態

主
体
性
と
実
行
力
が
カ
ギ

企
業
が
採
用
し
た
い
人
材

5.4

4.3

17.5

17.9

（3つまで）
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３ステップで子どもをサポート 成功する志望校選び

大
学
新
卒
者
の

早
期
離
職
は
３
割
超

　

懸
念
さ
れ
る
の
は
就
職
率
の
低
下

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
学
新
卒

者
で
就
職
し
た
人
の
10
％
以
上
が
１

年
以
内
、
30
％
以
上
が
３
年
以
内
に

離
職
し
て
い
る
と
い
う
現
状
が
あ
り

ま
す
。

　

若
者
の
早
期
離
職
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
原
因
が
あ
り
ま
す
。
知
名
度
や
イ

メ
ー
ジ
で
就
職
先
を
決
め
て
し
ま
い
、

入
社
後
に
仕
事
内
容
や
社
風
に
ギ
ャ

ッ
プ
を
感
じ
た
り
、
不
景
気
の
た
め
、

少
人
数
で
ハ
ー
ド
な
仕
事
を
こ
な
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
り
と
い

っ
た
こ
と
で
す
。
昨
今
で
は
、
入
社

後
に
業
績
が
悪
化
し
、
倒
産
や
解
雇

に
至
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ

ま
す
。
退
職
後
は
定
職
に
つ
か
ず
、

ニ
ー
ト
や
フ
リ
ー
タ
ー
に
な
る
若
者

が
増
え
て
い
る
こ
と
も
問
題
視
さ
れ

て
い
ま
す
。

将
来
を
考
え
さ
せ
る

豊
富
な
キ
ャ
リ
ア
支
援

　

就
職
難
や
早
期
離
職
と
い
っ
た
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
多
く
の
大
学

が
早
期
か
ら
将
来
設
計
を
立
て
さ
せ

る
「
キ
ャ
リ
ア
支
援
」
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
支
援
と
は
、
従
来
の
就

職
指
導
だ
け
で
な
く
、
社
会
人
と
し

て
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
し
て
い
く
た
め

の
教
育
で
す
。
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を

考
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
置
、
就
職

に
有
利
な
資
格
取
得
講
座
の
開
設
、

現
役
社
会
人
に
よ
る
業
界
・
職
業
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
キ
ャ
リ
ア
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
授
業
科
目
と
し
て
組
み

込
ま
れ
、
単
位
が
修
得
で
き
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
司
法
試
験
」

や
「
公
認
会
計
士
」
と
い
っ
た
難
関

資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
Ｗ
ス
ク
ー

ル
を
開
設
し
て
い
る
大
学
や
、
語
学

0
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40

1年目
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力
向
上
の
た
め
の
留
学
制
度
を
充
実

さ
せ
て
い
る
大
学
も
あ
り
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
支
援
は
、
就
職
の
た
め

の
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
だ
け
で
な

く
、
社
会
人
と
し
て
〝
働
く
〞
と
い

う
こ
と
へ
の
理
解
を
深
め
、
就
職
後

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
軽
減
さ
せ
る
ね
ら
い

も
あ
り
ま
す
。
志
望
校
選
び
の
際
は
、

各
年
次
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
種
類
や

内
容
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
単
位
と
し
て

修
得
で
き
る
か
な
ど
が
大
き
な
比
較

の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

■ 大学新卒者の在職期間別離職率の推移

厚生労働省「新規学校卒業就職者の就職離職状況調査」を基に作成

10.7 10.3 9.9 9.5 9.4 10.7 12.2 14.1 13.8 12.9 13.9 15.7 15.2 15 15.3 15.1 15 14.6 12.9

9 8.8 8.2 7.6 7.8
8.8

10.6
11 10.4 9.8

11.3 11.6 11.3 10.8 11 11.8 11.8 10.9
8 7.4 6.8 6.6 7.1

8.4
9.1 8.5 8.3 9.3

9.1 9.2 8.9 8.9 9.4 9.7 9.1
27.6 26.5

25 23.7 24.3
27.9

32 33.6 32.5 32
34.3 36.5 35.4 34.7 35.8

25.5

12.9

(年)

キャリア
支援

確
認
し
て
お
き
た
い

大
学
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
制
度

（％） 35.936.6

卒
業
生
が
業
界
別
・
地
域
別
に
就
職
活
動
を
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

東
京
経
済
大
学

全
国
の
同
窓
会
支
部
の
相
談
員
と
、会
計
専
門
職
や
マ
ス
コ
ミ
、流
通
、

金
融
の
業
界
別
同
窓
会
が
、就
職
活
動
の
実
践
指
導
を
行
い
ま
す
。

１年次
●
新
入
生
向
け
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

 

卒
業
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
思
い
描
い
て
、
学
生
生
活
を
送
る

た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
す
。

２～３年次
●
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

さ
ま
ざ
ま
な
企
業
で
実
務
を
体
験
し
ま
す
。

●
業
界
別
卒
業
生
に
よ
る
各
種
サ
ポ
ー
ト

　

 

各
業
界
で
働
く
卒
業
生
が
懇
親
会
や
業
界
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
、
就
職
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

4年次
●
学
内
合
同
企
業
説
明
会

　

 

未
内
定
者
お
よ
び
進
路
変
更
者
向
け
に
、
企
業
と
の
面
談

会
を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
ま
す
。

≫≫

※支援内容は抜粋です
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就
職
支
援
の
動
き
が

活
発
化

　

従
来
の
〝
就
職
課
〞
を
〝
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
〞
な
ど
に
名
称
変
更
し
、

手
厚
い
就
職
支
援
を
す
る
大
学
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
内
容
は
「
適
職
発
見
・
自
己

分
析
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
業
界
研
究
セ

ミ
ナ
ー
」「
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
就

職
相
談
会
」「
企
業
見
学
会
」「
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
・
履
歴
書
な
ど
書
類

作
成
講
座
」「
面
接
時
の
マ
ナ
ー
講

座
」
な
ど
、
実
に
多
様
で
す
。
中
に

は
、
１
年
次
か
ら
就
職
へ
の
意
識
付

け
を
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
授
業
科
目

と
し
て
組
ま
れ
、
単
位
と
し
て
認
定

さ
れ
る
大
学
も
あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

現
場
体
験

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
学
生
が

企
業
や
官
庁
に
赴
き
、
１
週
間
〜
１

か
月
間
の
就
業
体
験
を
す
る
制
度
で

す
。
多
様
な
就
職
支
援
の
中
で
も
、

社
会
人
感
覚
を
身
に
付
け
る
教
育
と

し
て
有
効
と
さ
れ
、
約
70
％
の
大
学

で
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
業
種
の
企
業
と
協
力
関
係
を
築
き
、

豊
富
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
を
設

定
す
る
大
学
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
２
、
３

年
次
の
夏
期
休
暇
を
利
用
し
て
実
施

す
る
大
学
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
事
前

に
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
企
業
研
究
な

ど
の
講
習
を
行
い
、
終
了
後
は
派
遣

先
企
業
の
評
価
や
報
告
を
受
け
、
振

り
返
り
を
行
い
ま
す
。
就
職
を
希
望

し
て
い
る
業
界
で
参
加
す
れ
ば
、
そ

の
経
験
を
企
業
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

た
め
、
就
職
活
動
を
す
る
う
え
で
も

有
利
に
な
る
と
い
え
ま
す
。

　

就
業
現
場
を
体
験
す
る
こ
と
は
、

適
職
を
考
え
る
た
め
の
参
考
に
も
な

り
、
就
職
へ
の
意
欲
も
高
め
ら
れ
る

で
し
ょ
う
。

就
職
に
生
か
せ
る

資
格
・
免
許
取
得
講
座

　

大
学
が
開
講
す
る
講
座
で
取
得
で

き
る
資
格
・
免
許
は
多
種
多
様
で
す
。

例
え
ば
、
経
済
系
の
学
部
・
学
科
で

は
、「
公
認
会
計
士
養
成
講
座
」
と

い
っ
た
難
関
資
格
を
取
得
す
る
た
め

の
Ｗ
ス
ク
ー
ル
か
ら
、「
日
商
簿
記

講
座
」「
経
済
学
検
定
」
ま
で
幅
広

く
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
Ⓡ
な
ど

の
語
学
系
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ス
キ
ル

系
、
技
術
免
許
系
な
ど
、
就
職
活
動

に
生
か
せ
る
資
格
は
数
多
く
あ
り
、

対
策
講
座
を
設
置
す
る
大
学
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
が
め
ざ
す

職
業
に
必
要
な
資
格
、
有
効
な
資

格
・
免
許
を
確
認
し
て
、
支
援
体
制

の
整
っ
た
大
学
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

文部科学省「大学等における平成19年度 インターンシップ実施状況調査について」を基に作成

■ インターンシップ実施大学数の推移

（校）

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007

104 107
143

186
218

281
317

384
418 447

482

就職支援

〝
就
職
力
〞が
格
段
に
ア
ッ
プ
！

多
様
な
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

500

400

300

200

100

0

504

（年度）

「
就
職
指
導
も
教
育
の
一
環
で
あ

る
」
の
理
念
の
下
、
大
学
、
家
庭
、

学
生
本
人
が
一
体
と
な
り
就
職
活
動

に
取
り
組
む
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
や
学
部

ご
と
の
就
職
委
員
会
、
在
学
生
の
保

護
者
で
組
織
さ
れ
る
「
後
援
会
」
な

ど
が
協
力
し
、
総
合
大
学
で
あ
り
な

が
ら
、
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
き
め

細
か
い
フ
ォ
ロ
ー
が
特
長
で
す
。
保

護
者
向
け
に
は
全
国
13
会
場
で
就
職

支
援
説
明
会
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

大
学
と
家
庭
が
連
携
、

就
職
を
支
援東

海
大
学

　

例
年
２
月
に
、
全
学
部
３
年
生
を

対
象
と
し
た
大
規
模
な
「
合
同
企
業

研
究
会
・
就
職
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
人
気
企
業
約
２
０
０

社
が
参
加
し
、
企
業
の
担
当
者
か
ら

直
接
採
用
情
報
を
聞
け
る
ほ
か
、

「
面
接
の
コ
ツ
」「
経
済
紙
を
使
っ
た

時
事
対
策
」
な
ど
、
就
職
活
動
に
役

立
つ
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
皮
切
り
に
、
各

学
部
・
キ
ャ
ン
パ
ス
ご
と
の
就
職
支

援
行
事
が
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

大
学
主
催
で
は
最
大
級

の
就
職
セ
ミ
ナ
ー

日
本
大
学
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成功する志望校選び３ステップで子どもをサポート

大
学
院
修
士
課
程
と

専
門
職
大
学
院

　

大
学
院
と
い
う
と
、
大
学
教
員
や

研
究
者
を
め
ざ
す
一
部
の
学
生
が
進

学
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
近
年
で
は
、
理
系
学
部
を
中

心
に
大
学
院
へ
の
進
学
率
が
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
度
の
大
学
新
卒
者
の

う
ち
、
理
学
部
で
40
％
以
上
、
工
学

部
で
30
％
以
上
が
大
学
院
に
進
学
し

て
い
ま
す
。
大
学
院
で
得
た
高
度
な

専
門
知
識
が
評
価
さ
れ
、
開
発
職
や

技
術
職
な
ど
、
特
別
な
技
能
を
必
要

と
す
る
職
種
へ
の
就
職
が
有
利
に
な

る
か
ら
で
す
。
事
実
、
２
０
０
８
年

度
の
大
学
院
（
修
士
課
程
）
修
了
者

の
就
職
率
は
お
よ
そ
75
％
と
、
こ
こ

数
年
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
２
０
０
４
年
か
ら
高
度

な
専
門
職
業
人
の
養
成
を
目
的
と
す

る
「
専
門
職
大
学
院
」
が
続
々
と
設

立
さ
れ
て
い
ま
す
。
弁
護
士
を
養
成

す
る
「
法
科
大
学
院
（
ロ
ー
ス
ク
ー

ル
）」
や
、
教
育
現
場
に
お
け
る
高

度
な
職
業
人
を
養
成
す
る
「
教
職
大

学
院
」、
経
営
・
技
術
な
ど
あ
ら
ゆ

る
面
で
ビ
ジ
ネ
ス
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

を
育
て
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
系
大
学
院
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
専
門
職
大
学
院
を
修
了

し
て
も
、
必
ず
し
も
専
門
職
に
就
業

で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
前

年
に
法
科
大
学
院
な
ど
が
急
増
し
た

こ
と
も
あ
り
、
２
０
０
５
年
度
の
就

職
率
は
急
降
下
、
２
０
０
８
年
度
ま

で
約
30
％
と
低
迷
し
て
い
ま
す
。
司

法
試
験
の
合
格
率
を
見
る
と
、
50
％

を
超
え
る
法
科
大
学
院
が
あ
る
一
方
、

20
％
に
も
満
た
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
大
学
同
様
、
大
学
院
も
就
職

状
況
を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
て
選

ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

大
学
院
は
、
就
職
の
時
期
の
先
延

ば
し
の
た
め
に
進
学
し
て
も
、
か
え

っ
て
就
職
に
不
利
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
明
確
な
目
的
意

識
を
持
っ
て
進
学
す
れ
ば
、
大
き
な

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
な
り
ま
す
。
お

子
さ
ん
が
進
学
を
希
望
す
る
場
合
は
、

修
了
後
の
進
路
を
考
慮
し
、
十
分
に

話
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

大学院

大
学
院
へ
の
進
学

就
職
に
力
を
入
れ
て
い

る
大
学
は

コ
コ
！

P.7
へ

≫
≫
≫

■ 大学院（修士課程）・専門職大学院修了者の就職状況

（％）

(年度)1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 20082007

７０

６０

５０

４０

３０

大学院（修士課程）修了者

専門職大学院修了者

２０

文部科学省「平成21年度 学校基本調査」を基に作成

め
ざ
す
職
業
、将
来

に
つ
い
て
考
え
る

　

子
ど
も
の
将
来
を
考
え
た
と
き
、

キ
ャ
リ
ア
・
就
職
支
援
の
充
実
度
は

大
学
選
び
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
で
し
ょ
う
。

　

高
校
生
の
時
点
で
、
将
来
就
き
た

い
職
業
が
決
ま
っ
て
い
る
子
ど
も
は

少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

進
学
す
る
学
部
・
学
科
だ
け
で
な
く
、

卒
業
後
も
考
え
、
興
味
の
あ
る
仕
事

や
将
来
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
も
、

子
ど
も
が
自
分
の
将
来
を
考
え
る
良

い
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

　

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
な
ど
の
提
出

書
類
や
面
接
対
策
も
業
界
に
よ
っ
て

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
め
ざ
す
職
種
を

早
め
に
絞
れ
ば
、
志
望
校
決
定
の
段

階
か
ら
就
職
対
策
が
で
き
る
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
支
援
制
度

を
上
手
に
活
用
で
き
れ
ば
、
子
ど
も

の
学
生
生
活
は
、
よ
り
有
意
義
な
も

の
に
な
る
で
し
ょ
う
。

41


